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 神を仰ぎ、人に仕う 

 

「聖学院大学のキャンパスにある教会」 

聖学院大学のキャンパスの中には、教会があります。普段、全学礼拝が行われ

ている同じ場所で、毎週、日曜日には、教会の礼拝が行われているのです。「聖

学院教会」と言います。「聖学院大学の教会」ではありません。キャンパスミニストリ

ーの一翼を担いつつ、地域に開かれた、日本キリスト教団に属する教会です。 

今からちょうど 40年前、教会が主の日（日曜日）の礼拝を開始した時（1976年

4 月 18 日）は、「緑聖伝道所」と名乗っており、聖学院大学の大きな看板が立っ

ている鉄塔下のスペースに教会堂がありました。その後、大学の 4 号館 4 階の教

室を借りて主の日の礼拝を行った時期もありますが、現在のチャペルを建てる時

には、教会も一緒に献金を献げました。そして、2004 年にチャペルが献堂される

と、平日は大学がチャペルとして用い、日曜日は教会が礼拝堂として用いるという

約束のもと、大学と教会は協力しながら、共に教育と伝道の業を担ってきたので

す。さらに、今から 7 年前（2009 年 4 月）、私が主任牧師として赴任すると同時

に、「緑聖教会」は「聖学院教会」と名を改め、大学との協力関係をより鮮明にしま

した。 

チャペルの中には、大学の施設であるだけならば用いることのない「教会のしる

し」があります。一つは、正面の十字架の下にある洗礼槽（バプテストリ）です。これ

は、主イエス・キリストを救い主と信じ告白してキリスト者になる人が、全身を水に浸

して古い罪の自分に死に、新しく生まれる洗礼式で用います。もう一つ、正面中央

にある楕円のテーブルは、聖餐式の時に、パンと杯をのせた器を置くための聖餐

卓であり、座席の背もたれに等間隔であいている小さな穴は、聖餐式で配られた

杯を置くための場所です。いずれも、大学のチャペルであるだけならば必要ない、

教会のしるしなのです。このしるしが、教職員、学生の皆さまお一人びとりにとっ

て、真に意味あるものとなる日が来ることを、心から願い祈っています。 

（聖学院教会牧師・大学附属みどり幼稚園チャプレン 東野 尚志） 

 

2016年度年間聖句 

また、はっきり言っておくが、どんな願い事であれ、あなたがたのうち二人が地上で心を
一つにして求めるなら、わたしの天の父はそれをかなえてくださる。 

マタイによる福音書  18章 19節 
 

聖学院教会祈祷会 
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毎週木曜日 18時 40分～19時 40分、 緑聖ホールＣ室にて行っております。 

   どなたでも自由にご参加ください。 

・7月  7日 （木）  ゼカリヤ書 4章  東野尚志牧師  

・7月 14日 （木）  ゼカリヤ書 5章   柳田洋夫チャプレン 

 

 

 

 

 

 

No.7 2016年 7月 

全学礼拝期間について 

2016年度の全学礼拝は、下記日程で行っています。毎週火曜日から金曜日、 

14時 40分から 15時 10分です。どなたでも自由にご参加ください。 

春学期／2016年 4月 8日（金）～7月 21日（木）   

秋学期／9月 27日（火）～2017年 1月 20日（金） 

 

 

7月月間聖句 

 

主の祈り 

天にましますわれらの父よ 

ねがわくはみ名をあがめさせたまえ 

み国をきたらせたまえ 

みこころの天になるごとく 

地にもなさせたまえ  

我らの日用の糧を今日も与えたまえ 

我らに罪をおかすものを我らがゆるすごとく 

我らの罪をもゆるしたまえ 

我らをこころみにあわせず 悪より救い出
いだ

したまえ 

国とちからと栄えとは 限りなくなんじのものなればなり     アーメン 

                                 

 

   

神よ、あなたはわたしの神。 
わたしはあなたを捜し求め わたしの魂はあなたを渇き求めます。  

 詩編 63編 2節 
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奨励者 K. O. アンダスン 
（欧米文化学科教授） 

司会者 菊地 順 
奏楽者 渡辺 善忠 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  
讃美歌 352番 1、2節 
聖 書 マタイによる福音書  

19章16～26節（新約 P.37） 
テモテへの手紙 一 

6章 10節（新約 P.389）        
祈 祷 
奨 励 “Jesus Christ” 
祈 祷  
讃美歌 352番 3節 
主の祈り 
後 奏  

 
 
 

7月 5日（火） 

 
奨励者 小栗 仁志 

（新島学園中学校・高等学校宗教部長） 

司会者 菊地 順 

奏楽者 金 サラ（113C） 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 321番 1、2節 

聖 書 ヨハネによる福音書 

14章 1～7節（新約 P.196）   

祈 祷 

奨 励 「あなたの居場所」 

祈 祷  

讃美歌 321番 3、4節 

主の祈り 

後 奏  

 
 
 

7月 6日（水） 

 
奨励者 谷口 隆一郎 

（政治経済学部長兼 

政治政策学研究科長） 

司会者 菊地 順 

奏楽者 今村 優子 
◆  ◆  ◆ 

前 奏  
讃美歌 332番 1、2節 
聖 書 マタイによる福音書 

13章 12節（新約 P.24）   
祈 祷 
奨 励 「何物にも代え難い財産を

手に入れる方法について」 
祈 祷  
讃美歌 332番 3節 
主の祈り 
後 奏  

 
 

7月 12日（火） 

 
奨励者 柳田 洋夫 

（人文学部チャプレン） 

司会者 阿部 洋治 

奏楽者 相川 徳孝 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 121番 1、2節 

聖 書 マタイによる福音書 

27章45～47節（新約 P.58） 

祈 祷 

奨 励 「エリ、エリ、レマ、サバクタニ」 

祈 祷  

讃美歌 121番 3、4節 

主の祈り 

後 奏 

7月 13日（水） 

 

奨励者 原 一子 

（こども心理学科教授） 

司会者 阿部 洋治 

奏楽者 倉橋 基 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 536番 1節  

聖 書   マタイによる福音書 

      6章 1～4節（新約 P.9）   

祈 祷 

奨 励 「陰膳」 

祈 祷  

讃美歌 536番 2節 

主の祈り 

後 奏  

 
 
 

7月 7日（木） 

 
奨励者 松本 周 

（キリスト教センター主事・本学講師） 

司会者 阿部 洋治 

奏楽者 ングワー 路津子 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 二編 1番 1、2節 

聖 書 使徒言行録 

  12章 5～11節、16章 25～34節 

祈 祷       （新約 P.236、246） 

奨 励 「礼拝が拓く、新しい現実」 

祈 祷   

讃美歌 二編 1番 3、4節 

主の祈り 

後 奏  

 
 

7月 14日（木） 

 
奨励者 東野 尚志 
（聖学院教会牧師・大学附属みどり幼稚園 
チャプレン・本学講師） 

司会者 柳田 洋夫 
奏楽者 大井 恵子 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  
讃美歌 267番 1、2節 
讃美奉献 フルート、クラリネット、オーボエ 

（イングリッシュホルン）による三重奏 
“君は愛されるため生まれた” 

聖 書 コリントの信徒への手紙 一 
     3章18～23節（新約P.302） 
祈 祷 
奨 励 「自分を欺く」 
祈 祷   
讃美歌 267番 3、4節 
主の祈り 
後 奏  

 

7月 15日（金） 

 
奨励者 喜田 敬 

（国際部長・児童学科教授） 

司会者 柳田 洋夫 
奏楽者 清水 貴子 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  
讃美歌 79番 1、2節 
聖 書 ルカによる福音書 
    15章11～32節（新約P.139） 
祈 祷 
奨 励 「放蕩息子の譬」 
祈 祷  
讃美歌 79番 3節 
主の祈り 
後 奏  

◆  ◆  ◆ 

チャールズ・エリアス・ガルスト奨学金授与式 

 

 
 

7月 8日（金） 

 


